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議会では当初予算を

一般会計

可決
しました

令和8年2月27日上程

　定例会は、２月27日に召集されました。
13日間の会期を終え、３月13日に閉会となりました。

一般会計は、令和7年度比較で3億2,165万円増　

総額

98億6,353万円

歳入では町債 9億3,900万円 を借入

歳出での返済額は（今までの借入の返済）

5億2,800万円
令和８年度末の町債残高見込みは59億830万円

町民 1人あたり
58万3千円
※令和8年4月1日現在の
　人口16,918人で算出　

一般会計　予算額

※町債とは・・・
　町民のみなさんが、幅広く利用できる福祉施設の建設や道路の新設・整備
など、多額の資金が必要となる事業の財源を確保するため、県知事の同意を
得て国や銀行などから借りる資金です。今後、数年で返済していきます。
　町債の中には、交付税措置されるものもあり、のちに国から補填されるもの
もあります。
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令和8年度
特別会計予算

みよた議会だより142号で各会計の説明を記載しています。

国民健康保険事業勘定特別会計	 16億6,738万円

介護保険事業勘定特別会計	 13億50万円

後期高齢者医療特別会計	 2億9,423万円

御代田財産区特別会計	 807万円

小沼地区財産管理特別会計	 2,914万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計	 101万円

収入  2億1,084万円
支出  2億2,143万円

収入  ８億597万円
支出  ６億2,819万円

収入  　　3,525万円
支出  1億2,643万円

収入  ４億4,955万円
支出  ６億8,486万円

公営企業会計予算

新年度がスタート
町予算全体像

御代田小沼水道事業会計 御代田町下水道事業会計

収益的 収益的

資本的 資本的
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一般会計歳出（使うお金）グラフ

歳出を経費の性質に着目し分類

歳出総額
98億6,353

万円

民生費　30.7%
30億2,674万円

総務費　20.0%
19億7,406万円土木費　13.8%

13億5,690万円

教育費　13.0%
12億8,292万円

衛生費　6.0%
5億8,717万円

公債費　5.8%
5億7,413万円

消防費　4.0%
3億9,901万円

農林水産業費　2.5%
2億4,916万円

商工費　2.1%
2億457万円

予備費等　1.1%  1億398万円
議会費　1.0%  9,747万円　

災害復旧費　0.1%
682万円　

労働費　0.1%
60万円

歳出総額
98億6,353

万円

人件費　19.8%
19億5,675万円

義務的経費
34.4%

33億9,372万円

投資的経費
16.6%

16億4,004万円 

扶助費　8.7%
8億6,283万円

公債費　5.8%
5億7,414万円

普通建設事業費　16.6%　
16億3,322万円

災害復旧事業費
0.1%　682万円 

物件費　20.9%
20億6,498万円

補助費等　14.3%
14億925万円 

繰出金　8.1%
8億8万円

積立金　3.5%
3億4,590万円

維持補修費　1.1%
1億559万円 

予備費　1.1%
1億397万円 

その他の経費
49.0% 

48億2,977万円
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年間予算、どう計画したの？

歳出をサービスの目的で分類

歳出総額
98億6,353

万円

民生費　30.7%
30億2,674万円

総務費　20.0%
19億7,406万円土木費　13.8%

13億5,690万円

教育費　13.0%
12億8,292万円

衛生費　6.0%
5億8,717万円

公債費　5.8%
5億7,413万円

消防費　4.0%
3億9,901万円

農林水産業費　2.5%
2億4,916万円

商工費　2.1%
2億457万円

予備費等　1.1%  1億398万円
議会費　1.0%  9,747万円　

災害復旧費　0.1%
682万円　

労働費　0.1%
60万円

歳出総額
98億6,353

万円

人件費　19.8%
19億5,675万円

義務的経費
34.4%

33億9,372万円

投資的経費
16.6%

16億4,004万円 

扶助費　8.7%
8億6,283万円

公債費　5.8%
5億7,414万円

普通建設事業費　16.6%　
16億3,322万円

災害復旧事業費
0.1%　682万円 

物件費　20.9%
20億6,498万円

補助費等　14.3%
14億925万円 

繰出金　8.1%
8億8万円

積立金　3.5%
3億4,590万円

維持補修費　1.1%
1億559万円 

予備費　1.1%
1億397万円 

その他の経費
49.0% 

48億2,977万円

※端数処理の都合上、構成比が100%とならない場合があります。
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歳入―自主財源と依存財源があります―

歳入合計98億6,353万3千円

自
主
財
源

町　税

町民税  1,272,607 

 2,893,099 
固定資産税  1,299,856 
軽自動車税  70,012 
町たばこ税  110,064 
都市計画税  137,788 

入湯税  2,772 
使用料 使用料  77,041  87,781 手数料 手数料  10,740 
寄付金 寄付金  653,307  653,307 

財産収入 財産運用収入  57,298  57,304 財産売払収入  6 

繰入金 基金繰入金  666,203 667,083他会計繰入金  880 
繰越金 繰越金  150,000  150,000 

諸収入

延滞金、加算金及び過料  2,031 

 151,520町預金利子  1,323 
貸付金元利収入  26,222 

雑　入  121,944 
4,660,094 

依
存
財
源

地方譲与税   
地方揮発油譲与税  15,058 

 73,809 自動車重量譲与税  52,500 
森林環境譲与税  6,251 

国庫支出金
国庫負担金  750,453 

 1,173,592 国庫補助金  419,608 
委託金  3,531 

県支出金
県負担金  307,374 

 667,790 県補助金  314,528 
委託金  45,888 

利子割交付金 利子割交付金  1,000  1,000 
配当割交付金 配当割交付金  17,819  17,819 

株式等譲渡所得割交付金 株式等譲渡所得割交付金  23,127  23,127 
法人事業税交付金 法人事業税交付金  32,100  32,100 
地方消費税交付金 地方消費税交付金  420,247  420,247 

ゴルフ場利用税交付金 ゴルフ場利用税交付金  20,000  20,000 
環境性能割交付金 環境性能割交付金  8,448  8,448 

地方特例交付金 地方特例交付金  28,629  29,023 感染症対策地方税減収補填交付金  394 
地方交付税 地方交付税  1,735,733 1,735,733 

交通安全対策特別交付金 交通安全対策特別交付金  1,300  1,300 
分担金及び負担金 負担金  59,551  59,551 

町　債 町　債  939,900  939,900 
 5,203,439 

（単位：千円）

（単位：千円）
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全会一致の議案など
【町長提出】

条例の改正

議案 御代田町表彰条例の一部を改正する条例案 可決
議案 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町営駐車場条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町消防団詰所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町宿泊税交付金基金の設置、管理及び処分に関する条例の制定案 可決
議案 御代田町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定案 可決
予算　　詳細は２～６及び８～10ページをご覧ください

議案 令和８年度御代田町一般会計予算案 可決
議案 令和８年度御代田財産区特別会計予算案 可決
議案 令和８年度小沼地区財産管理特別会計予算案 可決
議案 令和８年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計予算案 可決
議案 令和８年度御代田町介護保険事業勘定特別会計予算案 可決
議案 令和８年度御代田町後期高齢者医療特別会計予算案 可決
議案 令和８年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算案 可決
議案 令和８年度御代田小沼水道事業会計予算案 可決
議案 令和８年度御代田町下水道事業会計予算案 可決
議案 令和７年度御代田町一般会計補正予算案（第９号） 可決
議案 令和７年度小沼地区財産管理特別会計補正予算案（第２号） 可決
議案 令和７年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算案（第４号） 可決
議案 令和７年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案（第５号） 可決
議案 令和７年度御代田小沼水道事業会計補正予算案（第５号） 可決
人事　　詳細は11ページをご覧ください。

議案 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 適任と意見
契約

議案 しなの鉄道線御代田・平原間源平橋補修工事委託に係る施行協定の変更 可決
その他

議案 御代田町コミュニティセンターの指定管理者の指定 可決
議案 御代田町地域福祉センターの指定管理者の指定 可決
議案 御代田町消防団詰所の指定管理者の指定 可決
議案 御代田町農村研修施設の指定管理者の指定 可決
議案 御代田町農家高齢者創作活動施設の指定管理者の指定 可決
議案 町道の路線認定 可決
報告　　

報告 専決処分事項の報告 （町道長坂２号線における車両損傷事故に係る損害賠償） ー
報告 専決処分事項の報告 （龍神の杜公園における身体事故に係る損害賠償） ー
報告 令和７年度御代田町土地開発公社第３回補正予算の報告 ー
報告 令和８年度御代田町土地開発公社事業計画及び予算の報告 ー
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地域福祉センター
改修事業 ▲963

万円

施設改修工事費
　地域福祉センター「ハートピアみよた」の各室内
設備等を改修するための工事費である。

　総額は1,634万6,000円である。会議室
カーペット張替え、デイルーム流し台交換、
自動ドア修理、障がい者用トイレ便座取換え、
浴室脱衣所のブラインド交換をおこなった。
　減額理由は、物価高を見込み高めに設定
していたことと、設計業務を資格を持った
職員が対応したためである。

答

新社会体育館
建設計画 1億395

万円

新社会体育施設測量設計委託料

新社会体育施設測量設計委託料1億
395万円の内訳は。

設計にあたって想定している体育館の
規模と建築工事費、今後の整備計画は
どのようになっているのか。

　内訳は、基本設計・実施設計が8,800万
円、用地測量が935万円、基準点測量・現地
測量・路線測量が660万円である。

　新社会体育施設の規模は、延べ床面積約
3,000平方メートルを想定しており、建築
工事費は約21億円を見込んでいる。
　今後は、繰り越した基本計画を令和８年
５月中に完成させ、令和8年度内に基本設
計・実施設計を完了させたい。
　令和９年度に造成工事、令和10年度に本
体工事に着工し、令和11年７月頃の供用開
始の計画を立てている。

問

問

答

答

歳出

歳出

工事費の総額と主な内容、963万円減
額となった理由は。問

　B&G 海洋センター敷地内に建設を予定する新社会
体育施設について、測量および基本設計・実施設計
をおこなうための委託料である。

上程議案の質疑より
担当の委員長が

10項目
　

ピックアップ
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公共ライドシェア
実証運行延長

小学校体育館
冷房設置工事

将来的なごみの
排出量は 467

万円

2億2,553
万円

5,209
万円

公共交通実証運行委託料

体育館冷房設備設置工事

新クリーンセンター負担金
　自家用車を活用した公共ライドシェアの実証運行
の委託料である。
　令和８年６月末まで延長して実施する。

　教育現場における猛暑対策および災害時の避難所
機能強化のため、南・北小学校の体育館に冷房設備
を設置する工事である。

　佐久平クリーンセンターへ持ち込める御代田町の
家庭系可燃ごみは、年間1,445トンである。

　令和７年12月１日から２カ月間の実績は、
実施日数46日、利用件数255件、延べ利用者
数310人で、１日平均5.5件の利用があっ
た。ドライバー数や利用者数も増加してお
り、町民の移動手段として一定のニーズが
あると認識している。
　実証運行終了後は、町内部および公共交
通活性化協議会で、町外利用の可否も含め
今後の対応を検討していく。

　冷房設備は、中学校と同様に非常用電源
で稼働可能な仕様である。
　断熱工事については、天井部分への遮熱
シート設置および窓への遮熱フィルム施工
を予定している。工事費は、当初予算とし
て約2,000 万円を計上している。

　一般廃棄物処理基本計画に基づき業務を
実施している。分別の細分化により１人当
たりの排出量は低水準で推移し、資源ごみ
は減少傾向である。
　総排出量は、令和７年度と比べ令和12年
度は減少する見込みである。

答

答

答

歳出

歳出

歳出

実証運行の実績と終了後の対応は。

南・北小学校体育館の冷房設備は、中学
校と同様に停電時にも対応できるものと
なるのか。また、断熱工事の内容と工事
費はどの程度を見込んでいるのか。

町では10年先まで人口が増加する推計
としているが、ごみはどの程度の増加
を考えているか。

問

問

問

有収率の改善 880
万円

漏水調査委託料
　有収率の悪化にともない、漏水を調査するもので
ある。

　漏水調査業務である。他自治体と比較し
て有収率が低い時期があったため、５年に
１回のサイクルで水系ごとに漏水調査をお
こなう計画のもとに進めている。委託先は
専門的な漏水調査業務をおこなう業者を選
定している。

答

支出

漏水委託料について、どのような形で
委託しているのか。問
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危険木伐採の
支援制度を創設

町のPRイベントの
開催予定と効果

下水道の配管状況
と処理能力 300

万円

148
万円

3億7,586
万円

立木伐採事業委託料

会場等借上料

下水道使用料
　新たに設けられた危険木伐採のための補助制度で
ある。

　御代田町魅力発信事業として、ポットラック八重
洲にてPRイベントをおこなっている。

　個人所有の木を町の税金を使って切るの
は不平等感があるため、森林環境譲与税を
活用した新たな危険木伐採への補助制度を
創設した。
　私有地や道路沿いの倒木リスクに対応し、
費用の２分の１を補助するものである。

　ポットラック八重洲で２回予定しており、
６月と12月に各１回実施する見込みである。
　参加者がふるさと納税をおこなった事例
や移住につながったケースもあり、効果は
出ているものと考えている。

　軽井沢・小諸・御代田の３市町の共同事
業検討会で下水道の課題を協議している。
御代田町の下水道は千ヶ滝湯川用水付近ま
で整備されており接続は可能である。
　再計算は必要だが、処理場も当時の計画
では受入は可能である。

答

答

答

歳出

歳出

道路わきの立木が倒れる前に対応する
考えはあるか。

８年度のPRイベントの開催予定と費用
対効果は。

軽井沢町西側を御代田町の下水道に接
続した場合、処理能力や配管の状況は
どうか。 問

問

問

ごみ袋の破れ
対策 1,586

万円

ごみ袋売払収入
　可燃ごみ袋の破れやすさへの対応と、見直した場
合の料金である。

　可燃ごみ袋は他より0.05mm薄く、破れ
やすいとの声がある。厚さや形状の見直し
について審議会で検討する予定である。

　0.03ミリから0.05ミリ厚くすると１枚約
２円、ロールあたり40円の増額となる。
　令和7年度予算の場合、年間約65万円弱
の増額となるが、令和８年度は製作費の高
騰からさらに増額となる見込みである。

答

答

ごみ袋が薄く破れやすいとの声への対
応は。

審議会において形状や厚さが変われば
値上げをするものなのか。

問

問

歳入

収入
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人
事
案
件

令和8年2月4日

令和8年第1回臨時議会開催
全会一致の議案など
予算　　

議案 令和７年度御代田町一般会計補正予算案（第８号） 可決
契約

議案 令和７年度　国補　都市構造再編集中支援事業　東原西軽井沢線（２工区）電線共同溝工事
請負契約 可決

議案 令和７年度　国補　都市構造再編集中支援事業　東原西軽井沢線（３工区）電線共同溝工事
請負契約 可決

その他
議案 浅麓水道企業団規約の変更 可決

報告　　
報告 専決処分事項の報告（令和７年度御代田町一般会計補正予算案（第７号）） 承認

次回定例会は６月１日開会予定
　本会議の傍聴ができます。希望される方は、
議会事務局で受付してください。
　日程は決まり次第、町ホームページでお知
らせします。

　本会議の傍聴はずくだすポイント制度の対象となっています。
　65歳以上の方が対象となりますので、ポイントカードをご持参
のうえ、ぜひお出かけください。

※ずくだすポイント制度とは、ボランティア活動や自身の介護予防活動に
　参加しポイントをため、ポイント数に応じて記念品や交付金を受け取る
　ことができる制度です。詳細は町保健福祉課にお問い合わせください。

こちらをスマートフォンで読
み取っていただくと、町ホーム
ページ「御代田町議会」のペー
ジに繋がります。
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一般質問Q&A
９人の議員が質問しました

3月定例会

　一般質問とは、議員が町の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町に求め、
適切な町政運営を進めているか議員がチェックするものです。
　この議会だよりでは、◎の項目を議員本人が要約執筆したものを掲載しています。

山
やま

浦
うら

　久
ひさ

人
と

　　 P13 ◎御代田町の土地単価について
◎コロナ禍を経て子ども達の現状は

森
もり

泉
いずみ

　謙
しず

夫
お

　　 P14 ◎水資源の保全について

小
こ

井
い

土
ど

　哲
てつ

雄
お

　 P15 ◎南北小学校の新校舎計画について

内
うち

堀
ぼり

　綾
あや

子
こ

　　 P16

○町の業務システムについて問う
○自治体システム、オープンソースなどを活用した
　公費削減対策は
◎国が示す自治体システム標準化20項目対応における
　町の現状と住民サービス及び職員職務の課題について

山
やま

本
もと

　今
け

朝
さ

和
かず

　 P17 ◎農業振興について

池
いけ

田
だ

　るみ　　 P18
◎英語教育の充実について
◎男女共同参画社会の実現について
◎インフルエンザ予防接種について

市
いち

村
むら

　千
ち

恵
え

子
こ

　 P19
○国保税の引き下げを
◎介護保険料の引き下げを
◎役場跡地の大規模開発の経緯と事業内容は

黒
くろ

岩
いわ

　旭
あきら

　　　 P20 ◎消防団 PR 動画作成事業について
◎地域コミュニティと公民館の役割について

赤
あか

田
た

　憲
のり

子
こ

　　 P21
◎子どもの学びを支える学校の断熱・環境改善について
◎DX推進と業務改革（BPR）、及び行政の危機対応に
　ついて
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YouTube
2次元コード

御代田町の地価公示の現状は

最大2.9％増、最大2.2％減

問
町
に
お
け
る
外
国

人
の
土
地
取
得
状

態
は
ど
ん
な
状
態
か
。

答
税
務
課
長

令
和
７
年
度
に
お

け
る
町
の
土
地
所
有
者
数

は
、
９
千
475
件
あ
り
、
こ

の
う
ち
外
国
姓
と
思
わ
れ

る
方
は
40
件
あ
ま
り
で
あ

る
。問

現
在
の
町
の
土
地

価
格
は
上
昇
傾
向

に
あ
る
と
聞
く
が
、
現
状

は
。答

税
務
課
長
　

地
価
公
示
地
点
を

例
に
比
較
す
る
と
、
桜
ヶ

丘
団
地
西
側
付
近
が
２
・

２
％
の
増
で
、
Ｊ
Ａ
小
沼

給
油
所
付
近
が
２
・
２
％

の
減
で
あ
る
。

　
南
小
学
校
南
側
付
近
が

山
やま

浦
うら

　久
ひさ

人
と

議員

２
・
９
％
の
増
で
駅
前
付

近
が
２
・
１
％
減
と
な
っ

て
い
る
。

問
町
の
空
き
家
バ
ン

ク
の
現
状
は
。

答
産
業
経
済
課
長

空
き
家
バ
ン
ク
の

登
録
件
数
は
累
計
で
75
件
、

成
約
件
数
は
売
買
と
賃
貸

　自然豊かな御代田町。

問
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、

不
登
校
や
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
が
、
か

つ
て
な
い
規
模
で
増
加
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
子
ど

も
た
ち
の
現
状
は
。

答
教
育
次
長

不
登
校
に
な
っ
て

い
る
児
童
生
徒
は
一
定
数

お
り
、
小
中
学
校
を
あ
わ

せ
る
と
約
３
・
１
％
と
な

る
。問

コ
ロ
ナ
禍
の
活
動

制
限
な
ど
、
生
活

習
慣
の
変
化
に
よ
っ
て
体

力
へ
の
影
響
は
。

答
教
育
次
長
　

コ
ロ
ナ
禍
は
子
ど

も
の
体
力
低
下
に
影
響
を

与
え
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

た
。

　
学
校
の
休
校
、
外
出
自

粛
、
部
活
動
の
制
限
な
ど

で
日
常
的
な
運
動
量
が

減
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

問
コ
ロ
ナ
の
後
、
心

の
健
康
や
社
会
的

つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ

て
い
る
気
が
す
る
が
、
再

構
築
の
必
要
性
の
考
え
は
。

答
教
育
次
長

教
育
委
員
会
と
し

て
も
、
変
化
す
る
教
育

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
学
校
と

協
力
し
、
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
。

コ
ロ
ナ
後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は

不
登
校
は
小
中
で
３
・
１
％

合
計
し
て
55
件
で
あ
る
。

問
補
助
金
な
ど
の
制

度
は
ど
の
様
な
物

か
。答

産
業
経
済
課
長
　

空
き
家
バ
ン
ク
登

録
物
件
の
売
買
成
立
時
に
、

空
き
家
所
有
者
に
不
動
産

仲
介
手
数
料
の
２
分
の
１

以
内
の
額
で
、
１
件
に
つ

き
最
大
５
万
円
を
補
助
す

る
制
度
で
あ
る
。

問
土
地
高
騰
の
現
状

に
つ
い
て
、
対
策

ま
た
は
規
制
は
お
こ
な
っ

て
い
る
か
。

答
企
画
財
政
課
長

国
土
利
用
計
画
法

で
は
一
定
規
模
以
上
の
土

地
取
引
に
つ
い
て
は
、
土

地
取
引
の
面
積
、
売
買
価

格
な
ど
の
届
出
義
務
が
あ

る
。
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問
法
律
に
お
い
て
、

地
下
水
の
直
接
規

制
が
限
定
的
で
あ
る
現
状

に
対
し
、
町
の
見
解
は
。

答
企
画
財
政
課
長

地
下
水
保
全
へ
の

規
定
が
あ
る
御
代
田
町
環

境
保
全
条
例
を
よ
り
具
体

化
し
、
住
環
境
の
確
保
と

節
度
あ
る
開
発
を
期
す
る

た
め
の
御
代
田
町
開
発
指

導
要
綱
は
、
そ
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
、
社
会

情
勢
の
実
態
を
把
握
し
変

化
に
対
応
す
る
な
ど
、
時

代
の
求
め
に
応
じ
た
条
例
、

要
綱
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
状
況
に
応
じ
て
必
要
が

あ
る
と
判
断
す
れ
ば
、
条

例
お
よ
び
要
綱
の
改
正
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
長
野
県
の
「
豊
か

な
水
資
源
の
保
全

に
関
す
る
条
例
」
で
は
、

県
が
水
資
源
保
全
地
域
を

指
定
し
、
土
地
の
売
買
や

所
有
権
の
移
転
、
利
用
形

態
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て

事
前
に
届
出
を
求
め
る
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
町
は
現
在
、
水
資
源
保

全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
か
。

答
企
画
財
政
課
長

町
は
水
資
源
保
全

地
域
に
は
指
定
さ
れ
て
い

な
い
。

　
佐
久
地
域
に
お
い
て
は
、

佐
久
市
、
南
相
木
村
、
小

海
町
の
３
市
町
村
の
水
源

の
一
部
が
水
資
源
保
全
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

問
水
源
の
保
全
に
つ

い
て
は
、
国
、
県
、

町
い
ず
れ
の
制
度
に
も
限

界
が
あ
り
、
単
独
で
は
十

分
と
は
言
い
切
れ
な
い
状

況
に
あ
る
が
町
長
の
考
え

は
。答

町
長

水
資
源
も
含
め
こ

の
豊
か
な
環
境
を
し
っ
か

YouTube
2次元コード

水源保全は制度に限界があるが

豊かな環境を守ることが重要

森
もり

泉
いずみ

　謙
しず

夫
お

議員

　水源保全で自然の恵みを次世代へ！

り
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
現
状
で
は
、
御
代
田
町

環
境
保
全
条
例
や
御
代
田

町
開
発
指
導
要
綱
に
よ
り

厳
し
く
対
策
を
講
じ
て
い

る
が
、
何
ら
か
の
理
由
に

よ
り
、
水
資
源
を
含
む
環

境
が
害
さ
れ
て
か
ら
で
は

手
遅
れ
で
あ
る
。

　
町
と
し
て
リ
ス
ク
に
対

す
る
対
策
を
し
っ
か
り
整

備
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
御
代
田
町
環
境

保
全
条
例
な
ど
に
違
反
し

た
行
為
に
対
し
て
は
、
断

固
た
る
対
応
を
し
て
い
く
。

　
提
起
い
た
だ
い
た
内
容

を
踏
ま
え
、
国
、
県
と
の

連
携
や
「
水
資
源
保
全
全

国
自
治
体
連
絡
会
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
に
お
け
る
多
く

の
自
治
体
と
の
つ
な
が
り

を
活
か
し
、
し
っ
か
り
と

情
報
共
有
し
な
が
ら
、
町

と
し
て
適
切
な
対
応
を
引

き
続
き
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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YouTube
2次元コード

新校舎建設、基金と今後の積立は

当初目標は令和24年度15億円

問 

小
学
校
は
建
設
後
、

何
年
経
過
し
、
ま

た
児
童
数
の
推
移
は
。

答 

教
育
次
長

昭
和
52
年
に
同
時

開
校
し
、
令
和
９
年
４
月

で
50
年
経
過
す
る
。

　
児
童
数
は
開
校
時
2
校

あ
わ
せ
890
名
ほ
ど
、
昭
和

58
年
か
ら
平
成
元
年
の
7

年
間
は
１
千
50
名
ほ
ど
、

平
成
元
年
度
の
１
千
55
名

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
平

成
17
年
度
で
は
842
名
で
平

成
元
年
度
比
較
で
約
20
％

の
減
少
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
は
増
加
傾
向
と

な
り
、
平
成
24
年
度
998
名

で
あ
っ
た
が
、
以
降
は
多

少
増
減
は
あ
る
が
減
少
傾

向
で
推
移
し
、
本
年
度
は

両
校
で
825
名
で
あ
る
。

問 

長
寿
命
化
を
目
指

し
て
き
た
が
、
年

度
別
の
工
事
費
は
。

答 

教
育
次
長

大
規
模
改
造
工
事

は
平
成
５
、
６
年
度
に
北

小
学
校
で
約
２
億
８
千
664

万
円
、
平
成
７
、
８
年
度

に
南
小
学
校
２
億
７
千
707

万
円
で
実
施
し
た
。

　
耐
震
補
強
工
事
は
平
成

21
年
度
に
北
小
学
校
で
約

934
万
円
、
南
小
学
校
は
約

３
千
244
万
円
で
実
施
し
た
。

　
再
度
大
規
模
改
造
工
事

を
平
成
25
年
度
に
北
小
学

校
で
は
約
９
千
719
万
円
、

南
小
学
校
で
平
成
26
年
度

に
約
９
千
905
万
円
で
実
施

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
毎
年
、
修
繕

工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

問
中
学
校
建
設
時
の

基
金
総
額
・
交
付

金
額
は
。

答 

教
育
次
長

建
設
着
手
前
の
平

成
20
年
度
末
の
基
金
積
立

金
は
10
億
６
千
300
万
円
で

あ
っ
た
。

小
こ

井
い

土
ど

　哲
てつ

雄
お

議員

　

平
成
21
年
か
ら
23
年

度
の
中
学
校
建
設
工
事
費

は
29
億
６
千
万
円
ほ
ど
で
、

国
費
が
12
億
２
千
180
万
円
、

交
付
税
算
入
の
あ
る
有
利

な
起
債
の
借
入
が
11
億
８

千
790
万
円
、
基
金
お
よ
び

一
般
財
源
が
５
億
５
千
830

万
円
で
あ
っ
た
。

問
新
校
舎
建
設
に
あ

た
り
、
こ
れ
ま
で

の
基
金
の
状
況
と
今
後
の

積
立
て
に
つ
い
て
は
。

答 

教
育
次
長

令
和
４
年
度
は
１

億
７
千
393
万
円
、
令
和
５

年
度
は
１
億
９
万
円
、
令

和
６
年
度
は
利
息
の
み
の

180
万
円
、
令
和
６
年
度
末

時
点
で
の
基
金
残
高
は
２

億
７
千
599
万
円
で
あ
る
。

　
当
初
の
積
立
目
標
額
は

令
和
24
年
度
の
15
億
円
と

し
て
お
り
、
建
設
時
期
は

未
定
で
あ
る
が
、
多
額
の

財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
町
の
財
政
状
況
に

応
じ
て
、
今
後
も
引
き
続

き
計
画
的
に
積
み
立
て
て

い
く
。

網戸による涼風が必要な体育館。

新１年生をむかえた開校50年の北小学校。
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内
うち

堀
ぼり

　綾
あや

子
こ

議員
問
自
治
体
シ
ス
テ
ム

標
準
化
20
項
目
の

活
用
状
況
は
。

答
総
務
課
長

就
学・生
活
保
護・

児
童
扶
養
手
当
は
、
標
準

化
以
前
か
ら
当
町
で
は
利

用
し
て
い
な
い
た
め
実
装

し
て
い
な
い
。

問
自
治
体
シ
ス
テ
ム

の
維
持
の
見
込
み

は
。答

総
務
課
長

経
費
は
合
計
８
千

157
万
円
を
デ
ジ
タ
ル
基
盤

改
革
支
援
補
助
金
で
全
額

補
助
を
受
け
る
。

　
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

が
従
量
課
金
制
変
動
で
平

均
１
カ
月
120
万
円
程
度
見

込
ん
で
い
る
。

　
普
通
交
付
税
措
置
が
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。

問
将
来
の
職
員
数
想

定
は
。

答  
総
務
課
長

ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク

イ
ン
解
消
と
法
改
正
な
ど

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費

用
軽
減
が
大
き
な
目
的
で

あ
り
、
業
務
効
率
化
に
資

す
る
対
応
で
は
な
く
、
標

準
化
で
職
員
数
を
増
減
で

き
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
る
中
、

窓
口
を
抱
え
る
職
員
は
業

務
的
負
担
が
あ
っ
た
が
、

職
員
数
を
増
や
す
こ
と
な

く
職
員
努
力
で
対
応
し
て

き
た
。

YouTube
2次元コード

システム標準化で職員数想定は

職員数増減できるものではない

問
職
員
負
担
軽
減
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
を

考
え
コ
ン
ビ
ニ
交
付
同
様

の
窓
口
シ
ス
テ
ム
端
末
を

役
場
に
設
置
す
る
ほ
う
が
、

書
か
な
い
上
に
書
類
ま
で

出
力
さ
れ
る
た
め
職
員
と

町
民
の
利
便
性
が
高
い
と 『不

ふ べ ん え き

便益』と『便
べ ん り

利』の狭
は ざ ま

間の窓口。

役場が担う本来の業務も多岐にわたる。

思
う
。

　
ど
の
自
治
体
も
、
あ
ふ

れ
る
よ
う
に
公
費
が
あ
れ

ば
、
住
民
生
活
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
や
自
治
体
の
さ
ま

ざ
ま
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
補

修
に
も
公
費
を
使
え
る
が
、

財
源
に
は
限
り
が
あ
る
。

　
第
６
次
御
代
田
町
長
期

振
興
計
画
で
の
具
体
策
は
。

答 

企
画
財
政
課
長

５
年
後
に
目
指
す

姿
と
し
て
、
行
政
手
続
オ

ン
ラ
イ
ン
化
と
内
部
事
務

効
率
化
を
進
め
、
町
民
の

利
便
性
の
向
上
、
職
員
の

業
務
負
担
軽
減
実
現
・
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
体
制
構
築
を

掲
げ
て
い
る
。

問 

国
が
進
め
る
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

へ
の
移
行
や
自
治
体
標
準

化
に
つ
い
て
町
長
が
思
う

こ
と
は
。

答
町
長

現
場
の
実
情
と
少

し
離
れ
て
し
ま
う
気
も
す

る
。
良
さ
は
あ
る
が
現
場

で
こ
れ
は
こ
う
し
た
ほ
う

が
な
ど
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま

く
感
じ
な
が
ら
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
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山
やま

本
もと

　今
け

朝
さ

和
かず

議員

YouTube
2次元コード

「土地改良区」の設立の考えは

産地として持続できる議論が必要

問 

農
業
振
興
を
進
め

る
上
で
、
現
状
で

は
衰
退
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
。
各
地
区
の
多
面

的
機
能
組
織
を
中
心
に
土

地
改
良
区
の
設
立
は
。

答
産
業
経
済
課
長

「
土
地
改
良
区
」

は
「
大
規
模
な
農
業
基
盤

の
整
備
」
を
主
目
的
で
設

立
す
る
公
的
な
特
殊
法
人

で
「
共
助
の
精
神
」
に
基

づ
い
て
活
動
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
農
業
従
事
者
が
減
少
の

中
で
、
出
荷
施
設
の
集
約

な
ど
が
必
要
と
な
る
。
佐

久
浅
間
農
業
協
同
組
合

や
町
な
ど
で
「
将
来
に
わ

た
っ
て
高
品
質
な
高
原
野

菜
の
産
地
と
し
て
、
持
続

で
き
る
よ
う
議
論
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
」
と
感
じ

て
い
る
。　

問
持
続
可
能
な
経
営

が
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
物
価
高
騰
支
援
の
検

討
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答
産
業
経
済
課
長

町
は
農
業
者
の
熱

中
症
リ
ス
ク
を
低
減
し
、

農
作
業
環
境
改
善
の
た
め

「
農
業
者
猛
暑
対
策
支
援

事
業
補
助
金
」
を
実
施
す

る
。

　

農
業
者
が
購
入
す
る

「
冷
却
機
能
付
き
作
業
服
」

な
ど
の
購
入
に
対
し
２
分

の
１
の
補
助
を
す
る
。

　
環
境
に
優
し
い
持
続
的

な
農
業
生
産
へ
の
転
換
を

目
的
に「
生
分
解
マ
ル
チ
」

の
実
証
実
験
を
計
画
し
、

価
格
低
迷
と
資
材
費
な
ど

の
高
騰
に
苦
し
ん
で
い
る

農
業
者
の
た
め
に
、
施
策

を
検
討
し
て
い
く
。

問
労
働
力
確
保
と
し

て
、
退
職
後
に
農

業
を
始
め
る
中
高
年
は
、

新
規
就
農
者
の
6
割
を
占

め
る
。

　
従
事
し
易
く
す
る
政
策

を
と
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

担
い
手
・
労
働
力
不
足
の

支
援
策
は
。

答
産
業
経
済
課
長

農
業
の
農
林
業
経

営
体
数
は
５
年
間
で
23
・

2
％
と
大
幅
減
少
し
て
い

る
。

　
「
就
農
準
備
資
金
と
経

営
開
始
資
金
」
を
165
万
円

に
増
額
し
て
い
る
。
さ
ら

に
「
農
業
機
械
・
施
設
」

な
ど
の
導
入
に
対
す
る
補

助
に
つ
い
て
、
新
規
就
農

者
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
49

歳
以
下
か
ら
65
歳
以
下
に

変
更
と
な
る
。

　
申
請
時
の
事
務
手
続
は
、

職
員
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

問
町
長
の
考
え
は

答
町
長

生
産
に
不
可
欠
な

肥
料
や
農
薬
・
燃
料
・
資

材
費
の
高
騰
に
よ
り
、
生

産
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
い

る
。
大
変
厳
し
い
状
況
と

認
識
し
て
い
る
。

　
国
や
県
の
政
策
支
援
制

度
を
有
効
に
活
用
し
て
い

く
必
要
性
を
強
く
感
じ
て

い
る
。

　
高
原
野
菜
の
産
地
と
し

15
品
目
目
に
指
定
野
菜
に
な
っ
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
。

て
持
続
で
き
る
よ
う
具
体

的
な
要
望
を
す
る
。
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問
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
よ
り
児

童
生
徒
1
人
1
台
の
学
習

端
末
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
英
会
話
導
入
の
見
解
は
。

答
教
育
次
長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め

る
中
で
個
別
最
適
な
学
習

の
観
点
か
ら
も
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

授
業
だ
と
考
え
て
い
る
。

学
校
現
場
と
共
有
を
し
な

が
ら
導
入
に
つ
い
て
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

問
中
学
3
年
生
の
英

語
検
定
料
の
補
助

の
考
え
は
。

答
教
育
次
長

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
展
す
る
中
で
、
実
践
的

な
英
語
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
は
将
来
の
選
択
肢
を

広
げ
る
こ
と
に
繋
が
り
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
補
助
の
実
施

自
治
体
の
状
況
な
ど
も
分

析
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

YouTube
2次元コード

オンライン英会話導入の見解は

学校現場と共有し慎重に検討

国際女性デーシンボル「ミモザ」。

学習端末の活用で授業が充実。

池
いけ

田
だ

　るみ議員

第
2
次
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
は

令
和
8
年
度
に
策
定
を
計
画

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
補
助
を

必
要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く

問
第
1
次
御
代
田
町

男
女
共
同
参
画
計

画
が
令
和
8
年
度
ま
で
で
、

あ
と
1
年
と
な
っ
て
い
る
。

　
目
標
に
対
し
て
進
捗
状

況
は
。

答
企
画
財
政
課
長

3
つ
の
基
本
目
標

の
基
本
目
標
2
で
は
、
審

議
会
な
ど
の
委
員
に
占
め

る
女
性
の
割
合
は
、
令
和

3
年
時
点
で
18
・
9
％
、

目
標
値
は
30
％
と
い
う

こ
と
で
本
年
4
月
に
は
、

30
・
4
％
に
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

　
今
後
も
性
別
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
へ
参
画
で
き
る
多

様
性
の
あ
る
社
会
実
現
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
第
2
次
御
代
田
町

男
女
共
同
参
画
計

画
策
定
の
予
定
は
。

答
企
画
財
政
課
長

令
和
8
年
度
に
策

定
を
計
画
し
て
い
る
。
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民

問
高
齢
者
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
開
始
を
早
め
る
考
え

は
。答

保
健
福
祉
課
長

令
和
8
年
度
は
10

月
1
日
か
ら
に
早
目
、
重

症
化
予
防
に
努
め
る
。

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

第
1
次
計
画
の
進
捗
の
確

認
お
よ
び
第
2
次
計
画
策

問
子
ど
も
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
の
補
助
の
考
え
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

さ
ま
ざ
ま
な
感
染

症
の
流
行
や
近
隣
市
町
村

の
状
況
を
注
視
し
、
必
要

に
応
じ
て
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

定
に
向
け
た
基
礎
資
料
を

作
成
す
る
。

　
第
2
次
計
画
で
は
課
題

や
新
た
に
取
り
組
む
べ
き

事
項
を
検
討
し
策
定
を
し

て
い
く
。
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宅地開発進む旧役場跡地。

豊昇サロンの集いは元気の“源
みなもと

”。

YouTube
2次元コード

役場跡地大規模開発の事業内容は

一戸建宅地分譲を民間業者が開発

問
旧
役
場
庁
舎
跡
地

と
周
辺
の
大
規
模

開
発
は
多
く
の
町
民
が
不

安
と
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。

経
過
も
含
め
た
事
業
内
容

は
。答

企
画
財
政
課
長
　

東
原
西
軽
井
沢
線

整
備
が
予
定
さ
れ
民
間
事

業
者
の
発
想
・
企
画
力
・

業
務
実
績
・
資
金
力
に
よ

る
提
案
を
募
る
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
売
却

を
採
用
し
た
。

　
自
然
環
境
、
住
環
境
に

配
慮
し
た
町
の
モ
デ
ル
と

な
る
よ
う
一
戸
建
宅
地
分

譲
を
町
の
方
針
と
し
、
民

間
事
業
者
が
実
施
し
て
い

る
。問

100
区
画
で
き
る
が

行
政
区
と
の
関
係

問
介
護
保
険
事
業
会

計
の
見
通
し
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

第
９
期
計
画
は
、

将
来
的
な
高
齢
人
口
の
増

加
で
利
用
者
増
を
見
込
み

介
護
保
険
を
引
き
上
げ
た
。

財
政
状
況
は
、
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
落
ち
込
み

が
要
因
で
計
画
額
を
大
幅

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
は

基
金
な
ど
活
用
し
引
き
下
げ
を
検
討

に
下
回
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
介
護
保
険
料
は
10

期
で
引
き
下
げ
の

考
え
は
。

答
保
健
福
祉
課
長
　

介
護
保
険
基
金
や

第
９
期
余
剰
分
を
活
用
し
、

引
き
下
げ
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
いち

村
むら

　千
ち

恵
え

子
こ

議員

は
。答

企
画
財
政
課
長
　

管
理
運
営
組
合
を

つ
く
り
、
栄
町
区
に
な
り

区
へ
の
加
入
も
進
め
て
い

く
と
聞
い
て
い
る
。

問
開
発
の
中
の
道
路

整
備
や
上
下
水
道

の
布
設
は
開
発
補
助
の
対

象
は
。

答
建
設
水
道
課
長

開
発
行
為
の
計
画

地
内
に
整
備
す
る
道
路
と

上
下
水
道
は
、
開
発
事
業

者
の
費
用
負
担
で
施
工
さ

れ
る
。

　
無
電
柱
化
計
画
は
、国・

町
・
開
発
事
業
者
が
３
分

の
１
ず
つ
負
担
す
る
事
業

と
な
る
。

　
補
助
金
は
、
１
月
末
現

在
48
区
画
２
千
400
万
円
を

交
付
し
、
旧
庁
舎
跡
地
を

含
む
周
辺
と
一
里
塚
地
区

の
２
地
区
117
区
画
の
補
助

金
額
５
千
850
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

問
開
発
後
の
下
水
道

や
町
道
認
定
は
。

答
建
設
水
道
課
長
　

開
発
行
為
届
出
前

に
開
発
者
と
各
施
設
管
理

者
が
協
議
を
お
こ
な
い
、

町
基
準
の
設
計
し
、
工
事

完
了
後
は
設
計
施
工
に
問

題
が
な
け
れ
ば
帰
属
を
受

け
た
後
、
町
が
管
理
し
て

い
く
。

問
周
り
に
あ
る
土
地

の
固
定
資
産
税
は

上
が
る
傾
向
か
。

答
税
務
課
長
　

大
規
模
開
発
な
ど

の
影
響
が
評
価
反
映
さ
れ

る
の
は
令
和
12
年
度
の
評

価
替
え
か
ら
で
取
引
価
格

が
上
昇
す
れ
ば
段
階
的
に

上
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
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問
消
防
団
Ｐ
Ｒ
動
画

作
成
事
業
の
委
託

内
容
と
目
的
は
。

答
消
防
課
長

消
防
防
災
な
ど
に

関
す
る
知
識
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
発
信
す
る
Ｐ

Ｒ
動
画
を
作
成
し
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
広
報
を
通

し
て
、
消
防
団
の
認
知
度

向
上
と
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
消
防
団
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

問
今
後
、
消
防
団
員

確
保
と
町
の
防
災

活
動
に
ど
う
生
か
し
て
い

く
の
か
。

答
消
防
課
長

従
来
の
広
報
勧
誘

活
動
と
あ
わ
せ
消
防
団
員

の
確
保
に
向
け
た
活
動
を

展
開
し
、
消
防
防
災
に
関

す
る
情
報
や
町
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
幅
広
く
情
報
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

YouTube
2次元コード

消防団PR動画作成事業の目的は

より身近に感じていただくこと

　会話も弾むマレットゴルフ大会。

　隊列を組み行進する消防出初式。

黒
くろ

岩
いわ

　旭
あきら

議員

分
館
補
助
金
の
増
額
を

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
醸
成
、

地
域
づ
く
り
の
活
性
化
を

促
進
さ
せ
る
た
め
に
も
分

館
補
助
金
の
増
額
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
分

館
実
施
事
業
へ
現
状
の
補

助
金
制
度
と
は
別
枠
で
、

支
援
金
、
負
担
金
、
協
賛

事
業
費
と
い
っ
た
追
加
支

援
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
。
町
の
考
え
は
。

答
教
育
次
長

分
館
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
活
動
の
実
態
に

応
じ
た
補
助
金
額
の
見
直

し
を
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
補
助
金
と
は
別
枠

で
の
追
加
支
援
に
つ
い
て

の
話
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら

状
況
な
ど
を
し
っ
か
り
把

握
し
た
上
で
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

問
地
区
ご
と
に
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝

統
行
事
や
文
化
活
動
も
、

地
域
の
つ
な
が
り
が
あ
っ

て
こ
そ
次
世
代
へ
継
承
さ

れ
、
町
の
魅
力
と
し
て
将

来
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
町
長
の

考
え
は
。

答
町
長

研
修
体
制
の
充
実

と
い
う
あ
り
が
た
い
ご
指

摘
で
あ
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

守
っ
て
い
く
、
育
て
て
い

く
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て
、
研
修
の

充
実
は
必
須
だ
と
思
う
の

で
、
こ
れ
に
と
も
な
う
予

算
を
含
め
て
、
私
が
し
っ

か
り
予
算
を
つ
け
て
い
く

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
取
り
組
み
を
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
対
し
て
、

し
っ
か
り
と
注
目
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。
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赤
あか

田
た

　憲
のり

子
こ

議員

小学校体育館の冷房
設備設置が進む。

YouTube
2次元コード

小学校校舎の断熱対策は

さまざまな方法が考えられる

問
小
学
校
校
舎
の
断

熱
対
策
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
に
お
け
る
断

熱
工
事
に
関
す
る
具
体
的

な
計
画
、
ま
た
は
検
討
を

進
め
る
予
定
が
あ
る
か
。

答
教
育
次
長 

小
学
校
体
育
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
は
、
令
和
８
年
度
一
般

会
計
予
算
に
計
上
し
、
屋

内
で
児
童
が
熱
中
症
の
心

配
な
く
運
動
が
で
き
る
よ

う
、
ま
た
災
害
時
の
避
難

所
と
し
て
の
機
能
強
化
を

図
る
た
め
、
断
熱
性
能
確

保
工
事
と
あ
わ
せ
て
実
施

す
る
計
画
で
あ
る
。

　
校
舎
に
つ
い
て
は
、
令

和
８
年
度
に
各
教
室
に
設

置
さ
れ
て
い
る
エ
ア
コ
ン

の
内
部
清
掃
を
計
画
し
て

い
る
。
断
熱
性
能
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
大
規
模
な

工
事
以
外
に
も
、
遮
熱
塗

料
の
塗
装
、
窓
へ
の
遮
熱

フ
ィ
ル
ム
、
遮
熱
カ
ー
テ

ン
の
設
置
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
調
査
・
検
討

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る

業
務
フ
ロ
ー
の
整
理
や
見
直
し
は

窓
口
体
験
調
査
を
実
施
し
た

問
書
か
な
い
窓
口
の

導
入
に
あ
た
り
、

現
在
の
窓
口
業
務
に
つ
い

て
、
業
務
フ
ロ
ー
の
整
理

や
見
直
し
は
ど
の
程
度
進

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
総
務
課
長

デ
ジ
タ
ル
庁
の
窓

口
Ｂ
Ｐ
Ｒ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
事
業
の
支
援
を
受
け
、

職
員
が
来
庁
者
役
と
な
り
、

転
入
や
お
悔
や
み
な
ど
の

手
続
を
行
う
窓
口
体
験
調

査
を
実
施
し
た
。
業
務
フ

ロ
ー
は
大
き
く
変
え
ず
、

書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム

で
入
力
し
た
内
容
を
基
幹

系
シ
ス
テ
ム
に
反
映
で
き

る
も
の
を
選
定
し
、
同
じ

情
報
を
入
力
す
る
手
間
を

削
減
す
る
こ
と
で
、
現
行

フ
ロ
ー
の
工
数
を
簡
素
化

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
課
を
ま
た
ぐ
手
続

き
や
二
重
入
力
、

確
認
作
業
な
ど
、
職
員
の

負
担
と
な
っ
て
い
る
業
務

の
見
直
し
や
改
善
の
具
体

例
は
。

答
総
務
課
長

窓
口
Ｂ
Ｐ
Ｒ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
支
援
を
受
け
、

課
を
横
断
す
る
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
に
関
す
る
手
続
き

に
つ
い
て
、
北
海
道
北
見

市
な
ど
の
手
続
き
一
覧
ひ

な
形
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
、
町
に
適
し
た
手
続
き

一
覧
の
作
成
を
進
め
て
い

る
。
お
悔
や
み
手
続
き
に

関
し
て
は
、
作
成
が
完
了

し
て
い
る
。

　
転
入
、
転
出
、
出
生
な

ど
に
つ
い
て
も
、
書
か
な

い
窓
口
実
装
時
に
活
用
で

き
る
手
続
き
一
覧
を
作
成

す
る
こ
と
で
、
必
要
な
手

続
き
を
聞
き
取
る
際
に
も

活
用
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　書かない窓口に向けた業務見直し。
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行政視察報告
【広報広聴常任委員会視察】   令和8年1月19日
下諏訪町議会	 　委員長  内堀綾子

【町民建設経済常任委員会】  令和8年2月2日～2月3日
茂木町役場（栃木県）、高根沢町役場（栃木県）	 　委員長  森泉謙夫

【総務福祉文教常任委員会視察】  令和8年2月2日～2月3日
寄居町役場（埼玉県）、中井町役場（神奈川県）	 　委員長  赤田憲子

実務的な工夫や運営体制を学び、当町の議会広報・広聴活動の質の向上をはかる

令和8年度に本町で導入予定の「書かない窓口」
について、誰にでも優しい窓口とするため、先
行自治体の取り組みや課題を学ぶことを目的に
視察を行いました。

　下諏訪町『議会だより』は雰囲気を明るくするために、中ページの色彩にも気づかいがあり、全体
が優しさのあふれる紙面となっていました。
　広聴機能としては『議会だよりモニター』制度も活用し、議員だけの意見にとどまらず、広く聴く
事も重視していた点は、私たちの議会だよりに
も必要な視点だと強く感じながら、学びの多い
視察となりました。
　また、下諏訪町には『龍の尾』、御代町には
『龍の頭』があり、ともに龍神伝説のある不思
議なつながりも感じました。

　寄居町では来庁者自身が端末を操作する方法、中井町では職
員が内容を聞き取りながら手続きを進める方法が採られていま
した。高齢者や記入に不安のある方にも安心して利用していた
だくには、職員が丁寧に対応する方式が有効であると感じまし
た。一方、導入当初は業務の増加も想定されるため、無理のな
い運用が重要であることを確認しました。

視察
目的

視察
目的

視察
目的

茂木町　廃食用油や落ち葉など地域資源を活用した循環
型の取り組みについて説明を受けました。資源を地域
内で循環させる仕組みや、住民・事業者が参加しやす
い体制づくりなど、持続可能な運用に向けた工夫がな
されており、地域の実情に応じた取り組みの重要性を
学びました。

高根沢町　ゼロカーボンシティ実現に向けた取り組みについて説明を受けました。専門人材の活用や
補助制度の導入により、民間も含めた推進体制が構築されており、継続的な施策展開の重要性を認
識しました。

ゼロカーボンへの先進事例を学ぶ

　茂木町内から集められた落ち葉の集積場。
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北佐久郡議会研修会
（軽井沢町・立科町・御代田町）
『質問力を高める　議会力にいかす』
講師　法政大学　法学部教授　土

つ ち

山
や ま

希
き

美
み

枝
え

氏

議会運営委員会研修会：議会運営委員会委員
「町村議会実態調査結果の概要」「地方議会の運営について」

佐久市・北佐久郡議会合同議員研修会
（佐久市・立科町・軽井沢町・御代田町）

浅麓地域議会議員懇談会
（小諸市・軽井沢町・御代田町）

動画配信中!
　Youtubeの御代田町議会チャンネルでは
議案質疑や一般質問など本会議の様子を動
画で配信をしています。
　ご視聴、チャンネル登録をお願いします。

３月定例会
開会日①

３月定例会
開会日②

３月定例会
議案質疑

３月定例会
閉会日

動画
配信中!

研修報告
令和8年1月15日

令和8年1月2０日

令和8年1月21日

令和8年1月30日
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浅
間
山
麓
に
吹
く
北
風
が

去
り
、
新
緑
の
さ
わ
や
か
な

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、

お
忙
し
い
日
々
か
と
思
い
ま

す
。

　
3
月
定
例
議
会
だ
よ
り
を

お
届
け
し
ま
す
。

　
定
例
議
会
で
は
、
令
和
7

年
度
の
補
正
予
算
、
8
年
度

当
初
予
算
案
を
審
議
し
、
承

認
可
決
し
ま
し
た
。

　
御
代
田
町
の
発
展
の
た
め

に
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、

ご
提
案
を
お
寄
せ
下
さ
い
、

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
徳
吉　
正
博

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
内
堀　
綾
子

　
　
副
委
員
長　
市
村
千
恵
子

　
　
委　
　
員　
池
田　
る
み

　
　
　
　
　
　
　
徳
吉　
正
博

　
　
　
　
　
　
　
山
本
今
朝
和

　
　
　
　
　
　
　
赤
田　
憲
子

　
　
　
　
　
　
　
森
泉　
謙
夫

　
　
　
　
　
　
　
千
葉　
信
一

編
集
後
記

町
の
み
な
さ
ん
の〝
声
〟
を
お
届
け
し
ま
す

み
ん
な
の
声

　時代の流れととも
に進化する町の催し
を、いつも楽しみに
しています。昨年12
月、駅前広場のイル
ミネーション点灯式
に、友人に誘われ出
かけました。おにかけうどんのおいしそ
うな匂いに人々が集まり、商工会の男衆
が忙しそうに作る姿に感動しました。子
どもの頃から親しんだ味、具材も豊かで
おいしくいただきました。
　御代田の味、おにかけうどん。食材や
道具ではなく、それを振る舞う温かな心
と変わらぬ味に、感謝の気持ちでいっぱ
いになりました。

　「いつか空気の
綺麗な場所で」と
憧れていた私たち
は、大好きな軽井
沢を訪れるたび、
家族で移住の夢を
語っていました。
そんな折、東京の

自宅が予想外に早く売却。急ぎ住まいを
探す中、コロナ禍で内覧できたのはわず
か二軒でした。その一軒が、今住んでい
るこの家です。
　まるで何かに導かれるように決まった
御代田での暮らしですが、地元の方々
の温かい交流に支えられ、心から感謝の
日々を過ごしています。

桜
さくら

井
い

 みさをさん久
く

保
ぼ

 直
な お

行
ゆ き

さん・富
ふ

美
み

代
よ

さん

表紙の写真 しゃくなげ公園まつり

　４月18日に開催されたしゃくなげ公園まつりは、天候にも恵まれ
見頃のしゃくなげの花と桜の花が、来場者を迎えてくれました。
　また、コカリナなどのステージ発表や飲食屋台村もあり、来場者
の皆さんは楽しいひと時を過ごされていました。


